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研究成果の概要（和文）： 

 タイ、中国、我が国の食肉からカンピロバクター属菌を分離したところ．タイでの食肉の汚

染率や下痢症患者からの分離率はあまり高くなかったが、中国と我が国での食肉の汚染率は高

く、下痢症患者での陽性率も高かった。また、食中毒菌に指定されている C. jejuniや C. coli

以外のカンピロバクター属菌も食肉から分離され、アルコバクター属菌の食肉汚染率が予想以

上に高かった。カンピロバクター属菌はニューキノロンに対して、アルコバクター属菌はセフ

ァロチンに対して高い耐性率を示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 When campylobacters were attempted to isolate from various meats and specimens of 
diarrheal patients in Thailand, R.P. China and Japan, few strains were isolated from meats 
and patients with diarrhea in Thailand. However, contamination rates of meats and 
isolation rate from patients in R.P. China and Japan were higher. Campylobacters other 
than C. jejuni and C. coli, which are food poisoning-causing bacteria were also 
isolated from meats. Arcobacter spp. were also isolated from various meats with 
unexpectedly high rate regardless of the isolation country. Furthermore, 
campylobacter and arcobacter are highly resistant to fluoroquinolone and cephalotin, 
respectively. 
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１．研究開始当初の背景 
 カンピロバクター属細菌による食中毒が、
我が国を始め世界的に増加傾向にある。その
理由として、人々の健康志向の高まりから牛
や豚等の赤身肉から鶏等の白身肉の消費の

増加、それに伴う鶏の大量飼育によるカンピ
ロバクター属細菌の汚染の拡大が考えられ
る。また、鶏インフルエンザの流行でタイや
中国からの生の鶏肉の輸入は停止されたも
のの鶏肉調整品の我が国への輸入量はこの
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２国でほぼ 100%を占めている。 
 
２．研究の目的 
 我が国のカンピロバクター属細菌による
食中毒を制御する為には、我が国で流行して
いるカンピロバクター属細菌の流行状況を
知るだけでなく、鶏肉調整品の我が国への最
大の輸出国であるタイや中国の流行状況を
把握することも重要である。そこで、本研究
ではタイ、中国での食品や患者検体からアル
コバクターを含むカンピロバクター属細菌
を分離し、我が国での流行状況や分離菌の薬
剤耐性について比較することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）カンピロバクター属菌検出系の構築： 
 16S rRNA遺伝子を標的としたカンピロバク
ター属菌を検出できる PCR プライマーを設計
し、標準株を用いて PCR 条件を検討した。 
 
（２）食肉検体からカンピロバクター属菌の
分離： 
 オープンマーケットあるいはスーパーマ
ーケットから牛肉、豚肉、鶏肉を購入し、ボ
ルトン培地あるいはプレストン培地で増菌
培養後、mCCDA、Skirrow 培地あるいはフィル
ター法で、微好気条件下（N2 85%、O2 5%、CO2 
10%）で培養した。フィルター法は、血液寒
天培地上に孔径 0.45 µm 又は 0.6 µm のフィ
ルターを乗せ、増菌液を添加し 30 分間放置
した後、フィルターを取り除き培養する方法
である。 
 
（３）患者検体からのカンピロバクター属菌
の分離： 
 下痢症患者便スワブを滅菌生理食水に懸
濁し、懸濁液を mCCDA、Skirrow 培地あるい
はフィルター法で微好気条件下（N2 85%、O2 5%、
CO2 10%あるいは N2 80%、O2 5%、CO2 7.5%、H2 7.5%）
で培養した。 
 
（４）分離菌の菌種の同定： 
 菌種の同定は生化学的性状試験、16S rRNA 
遺伝子の塩基配列解析及び cdt遺伝子を標的
としたマルチプレックス PCR にて行った。 
 
（５）薬剤感受性試験： 
 薬剤感受性試験は、ディスク法にて行った。 
 
（６）パルスフィールドゲル電気泳動
（PFGE）： 
 血液寒天培地で培養した菌を滅菌したトリ
ス塩酸緩衝液（pH 8.0）に懸濁し、融解した
アガロースと混和しプラークメーカーにて
プラークを作製した。SmaIで消化後、CEHF 
Mapper を用いて切断断片を解析した。 
 

４．研究成果 
（１）カンピロバクター属菌検出系の構築： 
 データベースから得られた情報を基に、少
なくとも人の胃腸炎の原因になる 10 菌種の
カンピロバクター（Campylobacter）属細菌
（ C. jejuni, C. coli, C. fetus, C. 
hyointestinalis, C. lari, C. mucosalis, C. 
lanienae, C. upsaliensis, C. helveticus, 
C. concisus ）を 16S rRNA 遺伝子を標的と
した PCR（Campy 16S rRNA PCR）で検出でき
る系を構築した。この Campy 16S rRNA PCR
で当研究室に保有する少なくとも 8菌種にお
いて特異的な PCR 産物を得ること、その他の
菌種では非特異な PCR 産物は得られないこと
を確認した。 
 
（２）食肉からのカンピロバクター属の分
離： 
 タイ、中国及び我が国の牛肉、豚肉及び鶏
肉からカンピロバクター属菌を分離した。タ
イでは、牛肉 34 検体中 C. jejuniが 4検体、
C. coli が 1 検体、C. hyointestinalis が 1
検 体 、 A. butzleri が 25 検 体 、 A, 
cryaerophilus が 1 検体、Arcobacter spp.
が、5 検体から分離された。豚肉では 36 検体
中、C. coliが 4検体、C. jejuniが 1検体、
C. hyointestinalis が 1 検体、A. butzleri
が 20 検体、A, cryaerophilus が 2 検体、
Arcobacter spp.が 5 検体から分離された。
一方、鶏肉 45 検体中、C. jejuniが 24 検体、
C. coli が 6 検体、Campylobacter-like が 1
検体、A. butzleri が 36 検体、A, skirroii
が 1 検体、Arcobacter spp.が 4 検体から分
離された。 
 中国では、牛肉 3検体から A. butzleriが
1 検体、豚肉 5 検体から C. coli が 2 検体、
鶏肉 4 検体から C. coliが 4検体、C. jejuni
が 3 検体、A. butzleri が 4 検体、鴨肉 3 検
体から C. jejuni が 2 検体、C. coli が 1 検
体、A. butzleri が 3検体分離された。 
 一方、我が国の牛肉 31 検体から C. jejuni
が 2 検体、C. coli が 3 検体、C. fetusが 3
検体、A. butzleriが9検体、A, cryaerophilus
が 4検体、豚肉 26 検体から、C. jejuniが 1
検体、A. butzleriが 5検体、鶏肉 36 検体か
ら、C. jejuniが 18 検体、C. coliが 3検体、
A. butzleri が 24 検体分離された。 
 
（３）患者検体からのカンピロバクター属菌
の分離： 
 タイの下痢症患者164検体から2検体で C. 
jejuniが、1検体で A. butzleriが分離され
た。中国では下痢症患者 5検体中 1 検体で C. 
jejuniと C. coliが分離された。一方、我が
国の下痢症患者 1816 検体から、C. jejuniが
113 検体、C. coliが 7検体、C. curvesが 1
検体、A. butzleriが 2検体から分離された。 



 

 

 
（４）分離菌の薬剤感受性と PFGE パターン： 
 A. butzleri は分離国に関わらずセファロ
チンに対して 90-100%と非常に高い耐性率を
示し、次いでアンピシリンとクリンダマイシ
ンで高い耐性率であった。タイ由来株ではア
ジスロマイシンに対して、我が国由来株では
クロラムフェニコールに対する耐性率が最
も高かった。我が国で分離された C. jejuni
はナリジクス酸やシプロフロキサシンに対
する耐性率が 90%以上と高かったが、それ以
外の薬剤に対しては比較的感受性であった。
一方、タイ由来株では、この２剤に加えレボ
フロキサシンに対しても 60%と高い耐性率で
あった。 
 食肉及び患者から分離された C. jejuniの
PFGE パターンはそれぞれユニークであった
が、一部食肉由来株と患者由来株で類似の
PFGE パターンを示したものも存在した。食肉
由来と患者由来で類似の PFGE パターンを示
したことから、食肉から人へ C. jejuniの感
染が起こった可能性が示唆された。 
 
（５）総括と考察 
 我が国に鶏調整品を多く輸出しているタ
イの食肉の Campuylobacterによる汚染率は、
以外に低いことがわかった。また、この汚染
率の低さは、下痢症患者での陽性率の低さに
繋がっていると考えられた。 
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